
兼用型

国土交通省「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」対応品
日本水道協会品質認証センター認証登録品



2管種に対応し、豊富なラインナップで
赤水対策万全機構!
　  兼用形コア継手です。

2管種に対応し、豊富なラインナップで
赤水対策万全機構!
　  兼用形コア継手です。



水道水（上水）、空調冷却水、
雑用水（中水）、工業用水など
0～40℃
1.0MPa
水道用ポリエチレン粉体
ライニング鋼管
水道用硬質塩化ビニル
ライニング鋼管

・

・
・
・

:

:
:
:

管の挿入時にコアを損傷しないよう、コア先端の形状

を工夫していますので、管のねじがJIS公差の範囲内

であれば奥に突き当たることもなく、確実に施工が

行えます。

流 体

使 用 温 度
最高使用圧力
管 種

管端部への水の出入りを抑制するリップとそれをバック

アップするOリングによる防食構造のコアを採用して

いますので、経年的な赤水防止に優れた効果を発揮

します。



■転造ねじにも対応できます。（水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管［転造ねじ対応品］）

＊は日本水道協会品質認証センター認証登録外品です。

リップ

エポキシ系接着剤リップ

※ライニング鋼管製パイプニップルは
　日本水道協会品質認証センター認証登録外品です。

125
150

15
20
25
32
40
50
65
80
100

15

20

25

32

40

50

65

80

100

125

150

呼び(A)

呼び(A)

呼び(A)



リップ

エポキシ系接着剤
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※ライニング鋼管製パイプニップルは日本水道協会品質認証センター認証登録外品です。

呼び(A)









異種金属接触防止形コア継手のアダプター類及び水栓めすおすソ
ケットは、継手とインナーの組み合わせ品なので、パイプレンチのかけ
方を誤ると継手本体とインナーの接続部分が外れる恐れがあります。
施工の際には必ず次の事項をお守り下さい。

雑用水



ねじのチェックを
　　　　お忘れなく

注意事項

注意事項

注意事項

シールテープをご使用の場合でも管端面から余ねじ部にテープ状シール材にも少し
覆い被さるようにムラなく防食シール剤を塗布して下さい。

●管と継手の接続は、手締めの後、下記の表を参考にねじ込み長さ
をまもって締め付けて下さい。

禁止事項

●管と継手の接続は標準締め付けトルクを目
安にして、ねじ込み長さを守って締め付け
て下さい。

●ねじの全長はねじ加工機によって変わります
ので、残りねじ長さを算出する際はねじの
全長を測定し、ねじ込み長さを基準に算出
して下さい。

●転造ねじは切削ねじに比べねじ全長が長く
なりますので、切削ねじと同じ残りねじ長さ
でねじ込むとねじ込み過ぎになります。
ねじ込み過ぎはコアを破損する恐れがあり
ますのでご注意下さい。

●転造ねじについては別途ご連絡下さい。

注1）切り上げねじ部を含みます。
注2）継手側めねじはJIS規格内で細目ねじとしているため、ねじ込み長さの最大値は、一般継手より小さくなります。
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継手の再使用は
禁止です。

この施工要領に示されている内容を十分にご理解の上、施工を行って
下さい。特に太字および注意事項を無視して誤った施工を行うと、脱
着・漏洩事故または製品の破損につながります。ご注意下さい。



1.管端より100mmの位置にマーキングします。
2.継手を締め付け後の継手スリーブ端面からマーキングまでの距離をLとします。
　締め付け後、L寸法範囲内が確保されているか確認して下さい。

注1）おねじはJIS B 0203の規定範囲を守って下さい。
※L寸法範囲は必ず守って下さい。最少でも赤色の数値を守って下さい。
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標準締め付けトルク
トルク
N 呼び（mm）×N

レンチの呼び×加える力
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600×420
900×350
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950×530
950×670
1150×630  

注意事項

注意事項

管のねじ洗浄後、有害な傷のないことを確認し、ゴム輪をねじの切上がり
部まで挿入して下さい。挿入が手前であれば防食性が確保できません。

管と継手の接続は、手締めの後、下記の表を参考に締め付けて下さい。

※専用石けん水

パイプレンチは被覆管用をご使用下さい。
継手スリーブ部にパイプレンチをかけないで下さい。
異種金属接触防止形コア継手（CDコア）の接続は、8ページ（図1・2）を参照して下さい。
締めすぎはコアを破損することがありますのでご注意下さい。

呼び 呼び

BA BA

継手の再使用は
禁止です。

この施工要領に示されている内容を十分にご理解の上、施工を行っ
て下さい。特に太字および注意事項を無視して誤った施工を行うと、
脱着・漏洩事故または製品の破損につながります。ご注意下さい。



No.0190-
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ISO 9001
ISO 14001

お問い合わせは

●このパンフレットに記載されている内容は、製品についての情報提供
を目的として作成されているため、詳細については当社（本社、営業部
または各営業所）までお問い合わせの上、施工を行って下さい。
●記載の規格・仕様等は、予告なく改訂することがありますので、ご了承
下さい。
●このパンフレットに記載されている適用範囲外で製品をご使用になった
場合、または当社に相談なく製品を改造して、ご使用になった場合に
発生した事故等につきましては、当社では責任を負いかねますので、
ご了承下さい。
●当社の印刷物には、すべての裏表紙の右下に発行日を記しています。
常にこの日付の新しいものをご覧いただくよう、お願い致します。最新の
日付の確認は、当社までお問い合わせ下さい。
●パンフレット記載の規格・仕様は製品改良のため、予告なく変更する
ことがありますので、ご了承ください。
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https://www.nippon-pf.co.jp

本 社・工 場

本社営業部

東京営業部

東北営業所

中部営業所

九州営業所

〒５９６-0805

〒５９６-0805

〒１11-００51

〒９８３-００３４

〒454-0823

〒８１２-０８５７

大 阪 府 岸 和 田 市 田 治 米 町 1 5 3 番 地 の 1

大 阪 府 岸 和 田 市 田 治 米 町 1 5 3 番 地 の 1

東京都台東区蔵前2丁目17番4号JFE蔵前ビル3F

仙 台 市 宮 城 野 区 扇 町 2 丁 目 4 - 2 8

名古屋市中川区富船町4丁目1-8岡谷物流株式会社富船第2物流センター内1F

福 岡 市 博 多 区 西 月 隈 3 丁 目 2 番 2 7 号

TEL０７２（４４５）０２８５

TEL０７２（４４５）６４４１

TEL０３（5823）１６5１

TEL０２２（２３８）３８６０

TEL０５２（３５２）４１９１

TEL０９２（４７１）７４５６

FAX０７２（４４５）０２９１

FAX０７２（４４５）６０１３

FAX０３（5823）１６53

FAX０２２（２３８）３８８６

FAX０５２（３５３）５１５３

FAX０９２（４７１）１８９４

（代）




